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論文内容要旨
 シジュウカラが非繁殖期に群を形成することは一般によく知られていたが,群の形成,構造およ
 び維持などに関する生態学的な研究は全く行われていなかった。
 本研究は1967年から1974年までの調査結果を基に,群の形成,構造および維持の仕組みの解明
 と鳥の経歴から群の構成員の個体間関係の解析を行った。きらに,非繁殖期から繁殖期への移行に
 伴う個体間関係の変化を明らかにし,シジュウカラの社会組織全体について考察を試みたものである。
 シジュウカラの群は5月中旬から翌3月上旬まで観察される。これらの群は,出現時期と構成員
 の相違により,親子関係で結ばれた血縁集団の家族群,若鳥だけからなる年齢集団の夏期群および
 成鳥と若鳥からなる冬期群に分けられる。
 冬期群は9月末から翌3月初めにかけて観察きれ,群の大きさは2羽から約40羽までであった。
 しかし,個体識別用の標識の結果から,観察された冬期群には2種類の群が含まれていることが明
 らかになった。一つは冬の間,構成員が一定している基本群であり,もう一つほこれらの基本群が
 一時的に合流して出来る複合群である。
 基本群の大きさは2羽から16羽まであるが,大部分の群は6羽以下の比較的小さな群である。
 一方,基本群は中心地域と周辺地域から成る一定の行動圏をもち,隣接群の行動圏とは重複するが,
 '群の主要な採食場所である活動集中地点は重複しない。
 大部分の基本群は雄も雌も,また成鳥も若鳥も含んでいて,特定の性構成および年齢構成をもっ
 ていない。個体の経歴から,同一基本群の構成員の間には血縁関係がないことがわかった。一つの
 基本群に属する成鳥は,繁殖地点に留まっている個体であり,多くの群が繁殖期に番であった雌雄
 を含んでいた。一方,若鳥は群の行動圏の活動集中地点から少くとも300m離れた地点で出生し,
 若鳥の数は群が大きくなるにしたがって増える傾向があった。
 基本群の形成過程は群の基本的な構造を理解する上で,重要な意味をもっている。一般に,成鳥
 は家族群の崩壊後も元の繁殖テしプトリーに留まっている。一方,独立した若鳥は夏期群を形成し。
 秋までに次第に場所定着性を強め,最終的には特定の地域に定着する。したがって,基本群は特定
 の地域に定着した若鳥と若鳥が定着した地域に繁殖後も留まって成鳥によって形成される。
 基本群の行動圏はその群に属する成鳥の繁殖テリトリーがあった地域を中心にして形成されてい
 る。このことと群の形成過程を考慮すると,基本群は成鳥,一般に繁殖期に番であった雌雄を核と
 して,この核に血縁関係のない若鳥が加わっているという基本的な構造をもつ。群の大きさは核に
 加わった若鳥の数によって決まってくる。そして,同一の基本群の構成員は,定着した地域を介し
 て結び付いていると考えられる。
 同一群の構成員間には,成鳥雄〉若鳥雄≒成鳥雌>若鳥雌という一定の優劣関係が成り立って
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 いて,この関係が逆転することがない。したがって,構成員は相互に個体識別を行っているに違い
 ない。また,複合群の場合にも,複合群が滞在している場所を群の行動圏の中心地域としている群
 の構成員が他の群の構成員に対して優位になるという場所依存的な優劣関係がある。これらの関係
 は場所に対する親密度の相違に起因し,その地域に他の個体より早くから定着していた個体の先住
 効果によって決定されていると考えられる。
 したがって,基本群の形成,構造および維持に関しては,構成員相互の定着地域,すなわちドミ
 サイルの重複,構成員相互の個体識別および場所に対する親密度の相違が重要な役割を果している
 と結論できる。
 一方,基本群の崩壊後に形成される番の構成者は,同一基本群の構成員であり,各々の番は基本
 一群の行動圏内にテリトリーを形成する。しかし,行動圏内のテリトリーの配置は成鳥がより好適な
 場所に,若鳥が残りの地域にそれぞれテリトリーを形成するという形になる。したがって番の形成
 およびテリトリーの形成には,非繁殖期と同様に,ドミサイルの重複と場所に対する親密度の相違
 による先住効果が重要な意味をもっていると結論できる。
 シジュウカラの非繁殖期における生活の基本単位,すなわち社会単位は構成員一定の基本群であ
 り,繁殖期における社会単位は番である。基本群はドミサィルの重複した構成員から成り,行動圏
 も各々の構成員のドミサィルの重複した地域に形成される。一方,番は同一基本群の構成員閥で形
 成され,番のテリトリーも基本群の行動圏内に形成されている。したがって・シジュウカラの社会
 組織は,ドミサイルの重複による地縁関係という個体間関係を基礎として生じた様々な個体聞関
 係によって成り立っていると結論できるだろう。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文はシジュウカラ群における個体聞関係の解析を試みたものであり,群の形成,構造および
 維持の仕組みを研究することにより,種の社会組織を明らかにすることを目的にしたものである。
 そのため,著者はほぼすべての個体を識別することにより,シジュウカラの群には構成員の一定
 した基本群と複数の基本群が合流することによって形成される複合群がみられること,各々の基本
 群は特定の行動圏をもつことを明らかにした。
 また,個体識別によって得た個体の経歴に関する資料から,基本群は繁殖期に番であった雌雄の
 二羽を核にして,この核に若鳥が集合して形成されるという構造をもつこと,群の行動圏はその群
 に属する成鳥の繁殖期のテリトリーを中心として形成されること,同一群の構成員には若鳥雌,成
 鳥雌,若鳥雄,成鳥雄の順に優位になる一定の優劣関係があり,逆転しないこと,さらに繁殖期の
 番は同一群の構成員間で形成され,番のテリトリーは群の行動圏内で形成きれ,より好適な場所を
 成鳥が占めることを明らかにした。
 これらの事実と基本群および複合群の行動は,基本群の形成過程において構成員の定着場所が重
 複すること,個体が定着場所に対して親密度がことなることの二つの事実によって統一的に説明す
 ることができ,定着場所の重複による個体同志の結び付きという個体聞関係が社会組織の最も基本
 的なものであると結論でることができる。
 以上の研究は従来の研究が非繁殖期あるいは繁殖期のみにみられる個体間関係の一側面に限られ
 ていたのに対して,本論文は非繁殖期および繁殖期における個体間関係のうら優劣関係,群間関係,
 番関係,審問関係を相互に関連づけた最初のものであり,鳥類社会組織に関する多くの新知見を提
 供しており・生態学および動物社会学の発展に重要な貢献をもたらした。
 以上の点から本論文は,博士の学位論文として適当である。よって,斎藤隆史提出の論文は,理
 学博士の学位論文として合格と認める。
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